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１、【研修実績管理システム】
メインメニュー

先生を担当の専門研修指導医として選択した専攻医を一覧で検索できます。

専攻医から承認を依頼されている研修履歴を確認できます。

専攻医から承認を依頼されている研修施設毎の研修状況の評価（施設評価）
を確認できます。

専攻医から承認を依頼されている毎年4月から翌年3月までの1年間の研修状
況の評価（年次評価）を確認できます。

3年間の研修終了時、専攻医の研修の修了判定をプログラム統括責
任者へ依頼できます。

専攻医から承認を依頼されている、日本専門医機構認定の共通講
習受講を確認できます。
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２-１） 研修開始依頼の確認方法①

「研修履歴未承認一覧」をクリックしてください。



２-１）研修開始依頼の確認方法②

先生を担当の専門研修指導医として研修開始の承認を依頼している専攻
医が一覧で表示されます。
研修の開始を承認する場合は、「承認」をクリックしてください。
※専攻医の氏名をクリックすると、当該の専攻医の情報が表示されます。

外科 太郎外科学会専門研修プロ
グラム

外科学会附属病院
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２-2）研修終了（研修施設異動）依頼の確認方法①

「研修履歴未承認一覧」をクリックしてください。



２-2）研修終了（研修施設異動）依頼の確認方法②

外科学会専門研修
プログラム

外科 太郎

研修の終了時は、終了年月をご確認の上、「承認」をクリックしてください。
※専攻医の氏名をクリックすると、当該の専攻医の情報が表示されます。

10

外科学会附属病院



２-2）研修終了（研修施設異動）依頼の確認方法③

当該の専攻医が次に研
修を行う施設の専門研
修指導医へ向けた評
価・申し送り事項を、
200～400文字程度で
入力してください（必
須入力）。
入力を完了した上で、
「承認」をクリックし
てください。
※専攻医からは情報が
閲覧できません。

外科 太郎

外科学会附属病院
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２-３） （研修終了（研修施設異動）後）施設評価の登録方法①

「施設評価依頼一覧」をクリックしてください。
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評価を登録する専攻医をご確認の上、
「評価登録」をクリックしてください。

外科学会専門研修プログラム 外科 太郎 2018/04

２-３） （研修終了（研修施設異動）後）施設評価の登録方法②
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評価項目となる「到達目標1
～4」および「経験目標1～
2」について、登録を行って
ください。
※「未登録」をクリックす
ることで登録画面へ遷移し
ます。
※登録は途中で保存するこ
とも可能です。
※当該項目の登録を完了す
ることで、登録状況が「登
録済」となります。

外科学会附属病院（2018/04～2019/03）

外科 太郎

２-３） （研修終了（研修施設異動）後）施設評価の登録方法③
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各項目について、専攻医
自身による評価が「自己
評価」欄に表示されてい
ます。
画面上段の評価値を参考
に、「今回」の「評価者
評価」の列へ、AからN/A
の評価の登録を行ってく
ださい。
※2回目以降の登録に際し
ては、前回登録した評価
値が予めセットされてい
ます。現在の評価値を参
考に、今回の評価の登録
を行ってください。

外科学会附属病院（2018/04～2019/03）

外科 太郎

２-３） （研修終了（研修施設異動）後）施設評価の登録方法④
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到達目標および経験目標毎に、必ず「評価（コメント）」も入力してください。
全ての項目について登録を行った上で、「登録」をクリックしてください。
※「一時保存」をクリックすることで、登録された情報を途中で保存することができます。

２-３） （研修終了（研修施設異動）後）施設評価の登録方法⑤
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他職種（看護師、クラーク、麻酔科医
等）と当該の専攻医の研修状況を共有
した上で評価を登録し、「登録」をク
リックしてください。
※登録に際しては、他職種の代表者氏
名、役職、診療科名を登録してくださ
い（個人情報保護の為、登録後、「他
職種代表者氏名、役職、診療科名」の
項目については、他施設からは閲覧で
きませんので、ご安心ください）。

外科学会附属病院（2018/04～2019/03）

外科 太郎

２-３） （研修終了（研修施設異動）後）施設評価の登録方法⑥
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全ての到達目標および経験目標の
登録を完了した上で、「評価完
了」をクリックしてください。

※ 「登録状況」の「登録済」をク
リックすることで、登録した情報
を確認できます。確認画面では、
当該の評価登録画面下段にある
「登録解除」をクリックすること
で、登録を修正できます。

外科  三郎

評価をご登録の程、宜しくお願い申し上げます。

２-３） （研修終了（研修施設異動）後）施設評価の登録方法⑦
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３、年次評価の登録方法①

「年次評価依頼一覧」をクリックしてください。
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３、年次評価の登録方法②

評価を登録する専攻医をご確認の上、
「評価登録」をクリックしてください。

外科学会専門研修プログラム 外科 太郎 2018/04
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３、年次評価の登録方法③

※登録方法は「施設評価」
の登録と同様です。
※）当該の専攻医が、3月末
をもって当該施設における
研修を終了し、先に「施設
評価登録」を行っている場
合は、年次評価の登録作業
が大幅に簡略化されます。
（評価項目となる「到達目
標1～4」および「経験目標1
～2」について、登録を行っ
てください。 
※「未登録」をクリックす
ることで登録画面へ遷移し
ます。
※登録は途中で保存するこ
とも可能です。
※当該項目の登録を完了す
ることで、登録状況が「登
録済」となります。）

外科 太郎
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３、年次評価の登録方法④

※登録方法は「施設評
価」の登録と同様です。
（到達目標および経験目
標について、専攻医自身
による評価が「自己評
価」欄に表示されていま
す。
画面上段の評価値を参考
に、「今回」の「評価者
評価」の列へ、 Aから
N/Aの評価を登録してく
ださい。
※2回目以降の登録に際し
ては、前回登録した評価
値が予めセットされてい
ます。現在の評価値を参
考に、今回の評価の登録
を行ってください。）

外科 太郎
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３、年次評価の登録方法⑤

※登録方法は「施設評価」の登録と同様です。
（到達目標および経験目標毎に、必ず「評価（コメント）」も入力してください。
全ての項目について登録を行った上で、「登録」をクリックしてください。
※「一時保存」をクリックすることで、登録された情報を途中で保存することができます。）
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３、年次評価の登録方法⑥

※登録方法は「施設評価」の登録と同
様です。
（他職種（看護師、クラーク、麻酔科
医等）と当該の専攻医の研修状況を共
有した上で評価を登録し、「登録」を
クリックしてください。
※登録に際しては、他職種の代表者氏
名、役職、診療科名を登録してくださ
い（個人情報保護の為、登録後、「他
職種代表者氏名、役職、診療科名」の
項目については、他施設からは閲覧で
きませんので、ご安心ください。）

外科 太郎



25

３、年次評価の登録方法⑦

全ての到達目標および経験目標の
登録を完了した上で、「評価完
了」をクリックしてください。

※ 「登録状況」の「登録済」をク
リックすることで、登録した情報
を確認できます。確認画面では、
当該の評価登録画面下段にある
「登録解除」をクリックすること
で、登録を修正できます。

外科  三郎

年次での評価をご登録の程、宜しくお願い申し上げます。
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４、（日本専門医機構認定の）共通講習受講の確認方法①

「共通講習受講承認依頼一覧」をクリックしてください。
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外科学会専門研修プログラム 外科 太郎

先生を担当の専門研修指導医として共通講習受講の承認を依頼している
専攻医が一覧で表示されます。
「承認可否登録」をクリックして、受講内容の詳細を確認してください。

４、（日本専門医機構認定の）共通講習受講の確認方法②
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外科 太郎

外科学会専門研修プログラム

外科学会附属病院

外科 次郎

専攻医が受講した共通講習
の詳細が表示されます。
「受講証」のPDFデータを
確認の上、受講証の内容と
登録された内容に誤りがな
いことを確認してください。
誤りがなければ、「承認状
況」から「承認済み」を選
択し、「登録」をクリック
してください。
※登録に誤りがある場合は、
「承認状況」から「否認」
を選択し、「登録」をク
リックしてください。専攻
医へ確認が依頼されます。

４、（日本専門医機構認定の）共通講習受講の確認方法③
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5-１）専攻医の検索方法①

専攻医検索（専門研修指導医用）をク
リックしてください。



過去に研修履歴の承認
を行った専攻医が一覧
で表示されます。
現在の研修状況を確認
したい専攻医の医籍登
録番号をクリックして
ください。
※氏名や、研修プログ
ラム開始年月等で絞り
込み検索が可能です。

外科 太郎 外科学会附属病院

5-１）専攻医の検索方法②

30
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5-２）専攻医情報メインメニューについて 専攻医の顔写真が確認できます。
※閲覧には、専攻医が写真情報を登録し
ている必要があります。

どこの施設で研修を行ってきたかという研修履歴の確認が可能です。

NCDデータを用いた手術経験数の確認が可能です（「プログラム統
括責任者」及び「プログラム統括責任者の業務を補佐する専門研修
指導医（業務補佐）」のみ）。

各研修施設における研修状況の評価の確認が可能です。

毎年4月から翌年3月までの期間における、年次で
の研修状況の評価の確認が可能です。

学会発表や論文発表（筆頭による発表に限る）の確認が可
能です。

参加した日本外科学会定期学術集会の確認が可能です。

受講した日本専門医機構認定の共通講習の確認が可能です。
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5-３）手術経験の閲覧について（プログラム統括責任者及び業務補佐のみ）①

「病歴抄録一覧」をクリックしてください。
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5-３）手術経験の閲覧について（プログラム統括責任者及び業務補佐のみ）②

別ウィンドウで「NCD検索システム」が立ち上が
ります。
先生ご自身のユーザーID（医籍登録番号６桁）及
びパスワード（過去に「初回登録」にて設定した
任意のパスワード）を入力し、NCD検索システム
にログインしてください。
※パスワードを失念した場合は、画面下段の「パ
スワードリマインダ」から再設定を行ってくださ
い。なお、その際に使用する「NCD検索システム
用ID 」は、日本外科学会の会員番号（7桁）となり
ます。
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5-３）手術経験の閲覧について（プログラム統括責任者及び業務補佐のみ）③

① ②

①初期臨床研修期間中における
経験症例が、領域毎に表示され
ております（詳細情報の閲覧は
行えません）。
※赤字の「未分類症例数」に記
載されている症例は、複数の領
域に跨る症例となります。
③の「未分類症例」で、専攻医
が領域の選択を行うことで、症
例数がこの一覧に反映されます。
専攻医へ確認をご指示ください。

②研修プログラムによる研修開
始後の経験症例が、領域毎に表
示されております。
各領域の症例数をクリックする
ことで、どのような症例を経験
したか、詳細の閲覧が可能です。
※赤字の「未分類症例」に記載
されている症例は、複数の領域
に跨る症例となります。
③の「未分類症例」で、専攻医
が領域の選択を行うことで、症
例数がこの一覧に反映されます。
専攻医へ確認をご指示ください。

③
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5-４）研修履歴の確認方法①

「研修履歴照会」をクリックしてください。



5-４）研修履歴の確認方法②

外科学会附属病院 外科 三郎

外科 次郎

当該の専攻医の研修履歴を確認できます。
また、「各研修施設で指導した先生の評価・申し送りコメン
トを参照」をクリックすることで、過去に研修を行ってきた
各施設の専門研修指導医が入力した「評価・申し送り」の閲
覧が可能です。

36
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5-５）学術発表（研究発表／論文発表）の確認方法①

「学術発表（研究発表／論文発表）一覧」
をクリックしてください。



5-５）学術発表（研究発表／論文発表）の確認方法②

当該の専攻医の学術発表（研究発
表／論文発表）が確認できます。

38

演題名
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5-6）（日本専門医機構認定の）共通講習受講の確認方法①

「共通講習受講一覧」をクリックしてください。
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5-6） （日本専門医機構認定の）共通講習受講の確認方法②

当該の専攻医が受講した日本専門医機構認定
の共通講習（医療安全講習会、感染対策講習
会、医療倫理講習会）が確認できます。

外科 三郎
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5-7）施設評価の確認方法①

「施設評価結果一覧」をクリックしてください。
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5-7）施設評価の確認方法②
各評価項目について、左横の「＋」をクリックすると、
当該評価項目の詳細が表示されます。
また、画面右上の「＋ALL」、「－ALL」をクリックする
ことで、全評価項目の詳細が一覧で表示されます。

各評価項目の研修期間（自～至）
にカーソルを合わせると、「研修
期間、研修施設、指導者、評価
者」が表示されます。
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5-8）年次評価の確認方法①

「年次評価結果一覧」をクリックしてください。
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5-8）年次評価の確認方法②

各評価項目について、左横の「＋」をクリックすると、
当該評価項目の詳細が表示されます。
また、画面右上の「＋ALL」、「－ALL」をクリックする
ことで、全評価項目の詳細が一覧で表示されます。
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６、【3年目の年次評価終了後】
プログラム統括責任者に対する

修了判定依頼方法①

「研修修了判定依頼一覧」をクリックしてください。
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６、プログラム統括責任者に対する修了判定依頼方法②

外科 太郎外科学会専門研修プログラム

3年目の年次評価を行った専攻医が一覧で表示されます。
「研修内容確認」をクリックしてください。
※専攻医の氏名をクリックすると、当該の専攻医の情報が表示されます。
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６、プログラム統括責任者に
対する修了判定依頼方法③

修了判定を依頼する専攻医の情報を
一通りご確認の上、「依頼コメン
ト」をご入力の上、「終了判定依
頼」をクリックしてください。
なお、研修要件の充足状況に応じた
研修修了と研修延長の判断は、この
後、プログラム統括責任者によって
判断されます。
※「経験目標2（手術・処置）」につ
いては、前年のNCD症例登録期限終
了後（例年4月上旬から中旬頃）、専
攻医が自身の経験症例数に関する最
終確認（症例確定）を完了するまで
は一律で「未達成」と表示されてお
ります。専攻医自身が「症例確定」
を完了することで、「未達成」が
「達成」へ切り替わりますので、時
期的な事情をご容赦ください。

外科 太郎

外科学会専門研修プログラム

外科 次郎
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１、【研修実績管理システム】
メインメニュー

（プログラム統括責任者・
基幹施設補佐用）①

専攻医から承認を依頼されている研修休止についての情報
が確認できます。

全専攻医の研修履歴の登録状況が確認できます。

全専攻医の施設評価の登録状況が確認できます。

全専攻医の年次評価・修了判定の登録状況が確認できます。

先生がプログラム統括責任者として登録されている研修プログラ
ムにて研修中の全専攻医の情報を確認できます。

全専攻医を検索できます。
※「カリキュラム制等検索」は、「仮修了・カリキュラム制・ダブルボー
ド」の専攻医が在籍している場合に限り表示されます。
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１、【研修実績管理システム】
メインメニュー

（プログラム統括責任者・
基幹施設補佐用）②

所定の研修期間が終了した後に、専攻医の研修修了の
判定を行います。
※「修了基準到達者一覧」は、「仮修了・カリキュラ
ム制・ダブルボード」の専攻医が在籍している場合に
限り表示されます。

専攻医からの研修プログラムに関する意見や要望を確認できます。

各連携施設が専攻医に経験させた手術症例数を確認できます。

ご在籍の線恋医の新制度外科専門医試験合否状況を確認できます。



２、専攻医検索画面（プログラム制：
プログラム統括責任者・基幹施設補佐用） 

研修プログラムに参加
している専攻医（プロ
グラム制）が一覧で表
示されます。
研修状況を確認したい
専攻医の医籍登録番号
をクリックしてくださ
い。
※氏名がカッコ書きの
専攻医は、研修実績管
理システムを使用する
ために必要な初回登録
手続きを済まされてい
ない専攻医です。
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外科 太郎

（外科 一郎）

外科 三郎

  －

1301：外科学会専門研修プログラム

1301：外科学会専門研修プログラム

1301：外科学会専門研修プログラム



研修プログラムに参加
している専攻医（カリ
キュラム制・ダブル
ボード）が一覧で表示
されます。
研修状況を確認したい
専攻医の医籍登録番号
をクリックしてくださ
い。
※氏名がカッコ書きの
専攻医は、研修実績管
理システムを使用する
ために必要な初回登録
手続きを済まされてい
ない専攻医です。
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２、専攻医検索画面（カリキュラム制・ダブルボード：
プログラム統括責任者・基幹施設補佐用） 

外科 四郎 カリキュラム制 日本外科学会外科研修プログラム
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３、研修履歴登録状況
の確認方法①

「研修履歴 登録状況一覧」をクリックします。
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３、研修履歴登録状況の確認方法②

外科学会専門研修プログラム

外科 太郎

外科学会附属病
院

外科学会病院

外科 次郎

外科 七郎外科 六郎

外科関連病院 外科  五郎外科  四郎  

研修プログラムに参加してい
る専攻医が一覧で表示されま
す。
各専攻医の研修履歴について、
現在ご所属の研修施設が登録
されているかご確認ください。
※「研修状況」の「開始」、
「終了」の各項目にチェック
を付して「検索」をクリック
することで、絞り込み検索が
可能です。
※「凡例はこちら」の「＋」
をクリックすることで、検索
方法や研修状況の詳細に関す
る説明文が表示されます
（「－」をクリックすること
で説明文を省略することがで
きます）。
※専攻医個人の更に詳細な情
報を確認される場合は、当該
の専攻医の医籍登録番号をク
リックしてください。
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４、施設評価登録状況
の確認方法①

「施設評価 登録状況一覧」をクリックします。
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４、施設評価登録状況の確認方法②

研修プログラムに参加してい
る専攻医が一覧で表示されま
す。
各専攻医について、施設評価
の登録状況をご確認ください。
※「評価状況」の各項目に
チェックを付して「検索」を
クリックすることで、絞り込
み検索が可能です
※「凡例はこちら」の「＋」
をクリックすることで、検索
方法や登録状況の詳細に関す
る説明文が表示されます
（「－」をクリックすること
で説明文を省略することがで
きます）。
※専攻医個人の更に詳細な情
報を確認される場合は、当該
の専攻医の医籍登録番号をク
リックしてください。

外科学会専門研修プログラム

外科 太郎

外科  四郎  

外科 六郎

外科学会附属病
院

外科関連病院

外科学会病院
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５、年次評価・修了判定
登録状況の確認方法①

「年次評価 登録状況・修了判定状況一覧」をクリックします。
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５、年次評価・修了判定登録状況の確認方法②

研修プログラムに参加してい
る専攻医が一覧で表示されま
す。
各専攻医について、年次評価
の登録状況をご確認ください。
また、3年間の研修を修了した
専攻医については、修了判定
の登録状況をご確認ください。
※「評価状況」、「判定状
況」の各項目にチェックを付
して「検索」をクリックする
ことで、絞り込み検索が可能
です
※「凡例はこちら」の「＋」
をクリックすることで、検索
方法や登録状況の詳細に関す
る説明文が表示されます
（「－」をクリックすること
で説明文を省略することがで
きます）。
※専攻医個人の更に詳細な情
報を確認される場合は、当該
の専攻医の医籍登録番号をク
リックしてください。

外科学会専門研修プログラム

外科 太郎

外科  四郎  

外科 六郎



「休止期間未承認一覧」をクリックします。

６、研修休止依頼の確認方法①
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６、研修休止依頼の確認方法②

外科 太郎

研修休止の承認を依頼している専攻医が一覧で表示されます。
研修休止の開始を承認する場合は、「承認」をクリックしてください。
※専攻医の氏名をクリックすると、当該の専攻医の情報が表示されます。
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６、研修休止依頼の確認方法③

研修休止の終了時は、終了年月をご確認の上、「承認」をクリックして
ください。
※専攻医の氏名をクリックすると、当該の専攻医の情報が表示されます。

外科 太郎
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「研修指導評価一覧」をクリックしてください。

7、研修指導評価の確認方法①
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7、研修指導評価の確認方法②

意見、要望を出されて
いる専攻医が一覧で表
示されます。
「詳細」をクリックす
ることで、詳細が確認
できます。
※「記載日」や「専攻
医氏名」等で検索を行
うことも可能です。外科 太郎
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7、研修指導評価の確認方法③

意見、要望等の詳細が
表示されますので、内
容をご確認ください。
また、ご確認をいただ
きましたら「確認済に
変更」をクリックして
ください。

外科 太郎
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「施設毎手術症例一覧」をクリックしてください。

8、研修施設別の
手術経験数の確認方法①
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8、研修施設別の手術経験数の確認方法②

別ウィンドウで「NCD検索システム」が立ち上が
ります。
先生ご自身のユーザーID（医籍登録番号６桁）及
びパスワード（過去に「初回登録」にて設定した
任意のパスワード）を入力し、NCD検索システム
にログインしてください。
※パスワードを失念した場合は、画面下段の「パ
スワードリマインダ」から再設定を行ってくださ
い。なお、その際に使用する「NCD検索システム
用ID 」は、日本外科学会の会員番号（7桁）とな
ります。
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8、研修施設別の手術経験数
の確認方法③

各研修施設が専攻医に経験させた
手術数が一覧で表示されます。
※「手術症例一覧 絞込条件」の
各項目により、施設毎や手術年月
による絞込検索が可能です。
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【プログラム統括責任者限定：
3年目の年次評価終了後】

修了判定方法①

「研修修了判定対象者一覧」をクリックしてください。
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修了判定方法②

外科 太郎

3年目の年次評価が終
了し、研修修了の判定
が依頼されている専攻
医が一覧で表示されま
す。
「研修内容確認」をク
リックし、各種研修要
件の進捗をご確認くだ
さい。
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修了判定方法③

当該の専攻医の情報が表示さ
れます。
１）画面上段の「必須項目」
の達成度についてご確認くだ
さい。
※次ページへ続きます。

外科学会専門研修プログラム

外科 次郎

外科 太郎
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修了判定方法③

２）各研修施設における最終定
期な研修評価について「評価項
目」の到達度についてご確認く
ださい。
３）次ページの、「研修修了の
判断について」をご確認の上、 
「修了判定結果」について「研
修修了」若しくは「研修延長」、
「仮修了」を選択した後、「登
録確認」をクリックしてくださ
い。
ページが切り替わりますので、
最終確認を行った上で「登録」
をクリックしてください。
修了判定が終了します。

↓「修了判定結果」にて「研修延長」を選択した場合
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（重要なご案内）NCDにおいては、毎年1月1日から12月31日までの1年間の症例データについて、翌年の3月末を期限として登録が締め切られ、当該年
の症例データが確定することから、修了判定は前年分のNCD登録が締め切られると共に、3年次の年次評価登録期間も終了した4月中旬以降（例年16日
以降）に初めて開始されます。各専攻医においては、前年分のNCD症例データが確定された後、自身の経験症例について達成の有無の制限なく、プロ
グラム統括責任者に判定いただくための「症例確定」手続きが行われ、「症例確定」に際しては自身の経験症例のうち、複数の領域に跨ると思われる
症例（未分類症例）の振り分け等についてNCD検索システムを用いた最終確認を行うこととなります。そのため、3年次の年次評価を登録した専門研修
指導医より、早期に「研修修了の判定依頼」が到着した場合も、判定の手続きは行わず、4月中旬以降までお待ちください（前年分のNCD症例データが
確定されていない段階では、研修評価のうち「経験目標2（手術・処置）」の項目が一律で「未達成」として表示されます。こちらは、専攻医における
「症例確定」手続き完了後に表示が変更されます）。

ケース１、「必須項目」及び「評価項目」双方について要件を充足している場合
⇒外科領域の専門研修を修了することが可能です。「修了判定結果」において、「研修修了」を選択の上、 「登録確認」をクリックし、「登録」から
情報を確定させてください。
※「研修修了」にて登録内容が確定された専攻医は、今後、新制度における外科専門医試験の受験申請を行うこととなります。

ケース２、「必須項目」について要件を充足しているが、「評価項目」について要件を充足していない場合
⇒ 「評価項目」の到達状況について改めてご確認ください。
プログラム統括責任者の判断において、評価項目についても基準値を達成していると判断された場合は、 「修了判定結果」より「研修修了」を選択す
ることで研修の修了が可能です。
なお、継続して研修を行うことが望ましい場合は、「修了判定結果」において「研修延長」を選択し、「研修延長理由」の選択とコメントを記載する
と共に、「次回年次評価予定年月」から何か月間追加で研修を行うか登録してください。
※所定の年月が経過した後に、改めて修了の判定が依頼されることとなります。

ケース３、 「評価項目」 について要件を充足しているが、 「必須項目」について要件を充足していない場合
⇒ 充たしていない項目を充足するため、自動的に研修期間の延長が必要となります。「修了判定結果」より「研修延長」を選択し、「研修延長理由」
の選択とコメントを記載すると共に、「次回年次評価予定年月」から何か月間追加で研修を行うか登録してください。
※所定の年月が経過した後に、改めて修了の判定が依頼されることとなります。
⇒ただし、平成30（2018）年から令和3（2021）年に専門研修を開始した専攻医におきましては、日本専門医機構からの要請に基づき、新型コロナ
ウィルス感染症拡大の影響に伴い研修に影響が生じた場合は特段の配慮を行うこととなりました（詳細については次ページをご参照ください）。

【重要】修了判定「研修修了の判断について」



新型コロナウィルス感染症拡大の影響に伴う
専門研修への配慮について
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日本専門医機構からは、平成30（2018）年4月に「新型コロナウィルス感染症拡大の影響に伴い専門研修へ影響が
生じた場合は、基盤学会として配慮を行うこと」に関する要請を受け、基盤学会毎に異なった対応が採られることで
混乱が生じることを避ける観点より、研修期間や手術経験等、どのような事項についてどの程度まで配慮して良いの
か具体的な対応について照会したところ、「学会に一任する」との回答を受けました。

そのため、外科領域としてどのような配慮を行うべきかについて、本会理事会で慎重に検討したところ、外科領域
の専門研修は3年間となりますが、3年間の経過時に要件を充足していない場合は研修を「仮修了」扱いとし、令和3
（2021）年8月22日実施予定の外科専門医試験については「どのような要件を充たさなかったかの制限なく」全専攻
医の受験を認めると共に、「仮修了」とした専攻医については、基盤学会として要件の充足を確認した上で日本専門
医機構へ答申する責任があることから、令和3（2021）年3月から満1年間の経過後に個別の研修結果の提出を求めた
上で日本専門医機構へ答申する方針といたしました。

つきましては、令和3（2021）年3月をもって研修を修了した専攻医においては、令和3（2021）年8月22日実施予
定の外科専門医試験に合格することで令和4（2022）年1月1日から外科専門医として認定される方針でありましたが、
研修を「仮修了」とした専攻医の外科専門医認定年月日についても、満1年後の個別の研修結果の提出により、要件
の充足が確認された場合は、最短で令和4（2022）年1月1日へ遡って認定することで配慮する方針です。
また、日本専門医機構からは令和4（2022）年3月～令和6（2024）年3月をもって3年間が経過した専攻医につい

ても同様の配慮を行うことの了承を得ましたため、改めて本会理事会で慎重に検討した結果、過去と同様の対応を採
らせていただくことといたしました。
「仮修了」とする専攻医につきましては、「修了判定」に際し「仮修了」を選択の上、判定作業を行ってください。
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【プログラム統括責任者限定：
仮修了・カリキュラム制・ダブルボード】

修了判定方法①

仮修了・カリキュラム制・ダブルボード専攻医に
ついては「修了基準到達者一覧」をクリックして
ください。
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外科 太郎

所定の研修要件を充足
し、研修修了の判定が
依頼されている専攻医
が一覧で表示されます。
「申請内容を確認」を
クリックし、各種研修
要件の進捗をご確認く
ださい。

【仮修了・カリキュラム制・ダブルボード】
修了判定方法②
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当該の専攻医の情報が表示さ
れます。
１）画面上段の「必須項目」
の達成度についてご確認くだ
さい。
※次ページへ続きます。

外科学会専門研修プログラム

外科 次郎

外科 太郎

【仮修了・カリキュラム制・ダブルボード】
修了判定方法③
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２）「判定結果」について
「研修修了」若しくは「差
し戻し（否認）」を選択し
た後、「登録確認」をク
リックしてください。
ページが切り替わりますの
で、最終確認を行った上で
「登録」をクリックしてく
ださい。
修了判定が終了します。

【仮修了・カリキュラム制・ダブルボード】
修了判定方法④
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